
 

 

 

 

 

 

その子らしい姿を伸ばす 

１月２９日に「第５回伊那中公開」が実施されました。例年は、県内外の教育関係機関にお知らせして

参加募集するのですが、新型コロナウイルスに関する緊急事態宣言や感染予防の点から、本年度は上伊那

郡内の学校関係者に限定した公開となりました。これに加えて、新たな取り組みとして、臨時休業や様々

な制限がある中でも学校生活を送る伊那中生のようすをご覧いただきたく、学区内の各団体役員から構成

されるよりよい教育環境推進協議会の皆様、学校評議員や同窓会役員の皆様をお招きしました。参会者の

皆様にお渡ししたパンフレットと授業の一端、寄せられた感想を紹介します。 
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【美術】 【英語】 

【社会】 【国語】 

・思考力や判断力を大事にしているとのこと。個性を伸ばし、大人になるために必要な力だと思います。型にはまらない、しかし

ルールは守る。そんな伊那中生の成長が楽しみです。 

・小学校時代の素直で、さまざまなことに挑戦したり自由な発想を持ったりしていた子どもたちの芽を伸ばしていただきたいで

す。自主性や主体性の大切さを知りました。 

・生徒は伸び伸びしていて、見学者が周りにいても普通に会話していて驚きました。「学校は堅苦しい場所」というイメージが変わ

りました。伸び伸びと、そしてそれぞれが力をつけていける学校になると思います。 

・変化の激しい中でも生徒の皆さんはそれなりの対応ができ、みんな同じようにやっている感じですが、その中からこぼれていな

いか･･･。自分だったらどこかで遅れていきそうで心配です。 

・ルールの中での自由を。自分たちで考えて自分たちで行動できる力を。小学校から上がってきて、少し大人になって考え方も

変わっていく中で不安もあるかと思いますが、勉強だけでなく楽しんで学校へ行くといった最低限だが難しい課題。子どもたち

には、いきいきと生きていって欲しいです。 

 
教師が一方的に説明したり課題を与えたりする授業は過去の話。今は、ある共通のテーマに基づいて疑

問を持ち、その解決のための方法を考え、追究して、仲間の考えと比較・検討しながらさらに深く考えて

いく授業に挑んでいます。そして、このような授業をさらに充実させるための方法の１つとして ICT 機器

（iPad やパソコンなど）が活躍しています。生徒の皆さん、保護者や生徒の皆様の声を聞きながら、より

よい授業のあり方を探っていきたいと思います。２月１９日（金）は参観日です。ぜひ、ご来校ください。 

 

心に残ったあのひと言を出し合おう。「Ａ君がこの言葉

に感動したのには、そんな理由があったんだ」「Ｂさんが紹

介した言葉っていいな･･･。何だか今の私を勇気づける」 

日本語は美しい。言葉の持つ力を感じていきました。 

英語の楽しさを小学生に伝えよう。楽しさを伝えるため

には表情が大切！ 私は楽しく英語を話せているかな？ 

タブレットに録画して表情をチェック。自分が相手にどう写

っているかを知る時間となりました。 

 

地域から寄せられた声 

アフリカの人々が飢餓で苦しんでいる理由をクラスで

追究しよう。「理由は一つじゃない」「様々なことがつなが

っているんだ！」 目の前にある出来事には複雑な関係

性があることに気づいていきました。 

タブレット端末を活用しながら、自分のアイデアを自由

に広げて、色や形の組み合わせの楽しさを学習しまし

た。仲間と考えを共有し、工夫しながら新しいひらめきを

見つけていく時間になりました。 

 

＊学校評価の一環として、同窓会、学校評議員会、よりよい教育環境推進会の皆様に 

参観していただき、寄せられたご意見の一部です 


